
  
今年の夏休み、三年目となる〝ミニ学童〟を開きました。２７名の児童が集まりました。月・水・

金の３日間、９時半からの１時間はみんな静かに夏休みの宿題です。その後１１時半くらいまでいろ

いろな遊びをして過ごしました。その中で感じた事は、福祉委員をはじめ関わって下さった人達の中

に脈々と流れているボランティア精神と子供達に対する深い愛情でした。また、お孫さんを家で見て

おられるおじいちゃん、おばあちゃんからもその時間だけは身体も休められるしゆっくり買い物もで

きると喜ばれ、また父母からはやんちゃ坊主を預けて申し訳なく思っているが、〝ミニ学童〟のある

日はなぜかほっとするとの声もいただきました。ちょっとした思いから始めたことですが、知らない

間に三世代がうまく繋がっていたのだなととても嬉しくなりました。福祉委員として、これからもゆ

っくり、優しく、楽しく世の中のいろんな出来事に目を向け活動につなげて行きたいと思っています。

    

福祉委員 大蔵富男（丸岡町）さんに 福
祉
委
員
３
年
目
。
福
祉
委
員
は
ど
の
様
な
こ
と
を
す
る
の
か
？
福
祉
と

は
？
・
・
･
わ
か
ら
ず
戸
惑
っ
て
い
た
２
年
間
。
初
め
て
壮
年
会
を
中
心
に

老
人
会
を
向
か
え
て
「
健
康
体
操
、
手
打
ち
そ
ば
、
お
し
ゃ
べ
り
」
と
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
を
通
し
て
感
じ
る
の
は
人

そ
れ
ぞ
れ
「
十
人
十
色
」
で
考
え
方
の
違
い
や
そ
の
時
の
環
境
の
違
い
が

有
り
、
悩
み
に
も
個
人
差
が
有
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
サ
ロ

ン
を
「
ふ
れ
あ
い
の
場
」
に
し
世
間
話
の
中
か
ら
相
手
の
立
場
を
考
え
、「
困

っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
を
基
本
に
、
お
互
い
の
つ
な
が
り
と
思
い
や
り

を
持
っ
て
支
え
あ
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
手
助
け
が
必
要
な
と
き
に
そ
っ

と
手
助
け
を
す
る
、
そ
の
自
然
体
の
中
で
「
目
配
り
、
気
配
り
」
が
大
切

で
す
、
親
切
が
大
き
な
お
世
話
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
・
・
・
。
そ
れ
が
福
祉

の
（
心
の
）
絆
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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聞 い て き た ざ ～

「Ｑ救セットで要援護者支援」
竹田地区では、福祉委員の呼びかけで、市社協の

協力を得ながら、区長、民生委員・児童委員、せせら

ぎの会（地区ふくしの会）会長を交えて、地域独自に

要援護者に対して緊急時の支援策に取り組みました。

65 歳以上の一人暮らしの人、家族と同居の 75 歳以上

の日中独居の人を対象とした福祉マップをつくり、自

宅で救急車を必要とするような状態になった時にこ

のＱ救セットに入っている緊急連絡先・医療情報を活

用するものです。救急搬送時に役立ててもらうよう

に、消防署とも連携しています。

～福祉委員情報紙～

～三国町新保福祉の会の説明～

新保福祉の会は約３５０世帯で、福祉委員は現在９名います。上記のミニ学童の他にも春のレクリエーショ

ン大会（三世代交流）やひなまつりのつどいなど、まち協とも連携を取りながら活動をすすめています。

ある日の様子  

サ
ロ
ン

始
め
ま
し
た
！

Q救セットって何？



※「なんかやってま～す」は、ホームページでも掲載しています。 http://www.sakaicityshakyo.jp/

十
月
二
日
（
日
）
、
坂
井
木
部
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
主
催
で
、
「
ふ
れ
あ
い
デ

ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
民
生

委
員
や
福
祉
委
員
が
中
心
の
す
こ
や
か
福

祉
部
会
で
、
東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
事

前
に
区
民
の
皆
さ
ん
に
通
知
し
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
バ
ザ
ー
商
品
の
提
供
に
は
玄
関

内
に
準
備
し
て
あ
っ
た
り
、
後
々
ご
持
参

い
た
だ
い
た
り
、
改
め
て
人
の
心
の
優
し

さ
、
温
か
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
予
想
以
上
に
集
ま
っ
た
商
品
に

つ
い
て
も
、
ふ
れ
あ
い
デ
ー
参
加
者
の
ご

協
力
で
ほ
ぼ
完
売
状
態
と
な
り
、
や
っ
て

よ
か
っ
た
と
の
想
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
売
上
金
と
、
当
日
集
ま
っ
た
募

金
は
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
し
て
、
福

井
新
聞
社
に
託
し
ま
し
た
。

あ
れ
だ
け
騒
が
れ
た
大
震
災
の
話
題
も

時
間
と
と
も
に
風
化
し
が
ち
で
す
が
、
五

年
十
年
と
息
の
長
い
、
自
分
た
ち
に
で
き

る
無
理
の
な
い
「
身
の
丈
支
援
」
を
続
け

て
い
き
た
い
で
す
ね
。 
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掲載等のお問い合わせは

みくに支部   Tel ８２－１１７０

       Fax ８２―１５９３

まるおか支部 Tel ６８ー５０６０

      Fax ６７―２９５０

はるえ支部  Tel ５１－４５４５

      Fax ５１―６２６９

さかい支部  Tel ６７―０６４０

      Fax ６７―２８０７

大切なのは知っているのですが、マップをつくるのに、情報をあまり知

らなくて…。

マップを持って帰ってもどう活用していいのか悩んでいます。

活用については表面の「聞いてきたざ～」のような見守りのための訪

問の際に使用したり、地域のことを話し合うときのきっかけとしても活

用できます。

また、地域の情報が目に見える形として残るマップは任期交代の時の

引き継ぎの際にも役立ちますね。

確かに情報収集は必要ですが、大事なのは「自分が今何を

知っていて、何を知らないのか」を知ることだと思います。

「ここの家のことがわからんわー」と気づけばそこに意識

が向き、日頃の生活で注意してみるようになります。福祉

委員の情報収集はその積み重ねだと思います。

近頃、あちこちの会議で「マップを作るだけじゃもったいない。」という声を聞く

ようになりました。「聞いてきたざ～」のように、地域独自で福祉マップをひと工夫

しながら、福祉活動に役立てている事例も増えてきています。

《キーワード》

福祉マップ


